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学生の皆さんへ 

 

理事（教育・学生支援担当） 

 

令和３年度前学期授業科目の実施方法について（通知） 

 

現在の「琉球大学新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた活動制限指針」は、「レベル２」で

あり、来年度についても引き続き、遠隔授業、感染症防止対策を講じた上での対面授業、対面授業

と遠隔授業の併用等の授業を提供する予定です。 

対面授業等の実施にあたっては、下記のような感染防止対策を行います。各授業の形態について

は、教務情報システム上のシラバスで公表しますので、授業内容、出席確認方法、課題内容、試験

方法等も含めて確認をしてください。 

また、履修登録手続きの詳細については、教務情報 HP でお知らせしますので、必ず確認してく

ださい。 

 

記 

 

1． 学内の授業環境について 

（1）対人距離の確保 

 人と人との間の安全距離をとるため、学生の席の間に可能な限り距離を確保するようにしま

す（概ね 1～2ｍ）。教室の収容定員に対して同時に入室する受講生の割合が 50％以下であるこ

とを目安とします。 

（2）教室の換気 

 密閉空間とせず、やむを得ず密閉状態となる場合でも 30 分に１回程度、換気を実施するよ

うにします。 

（3）接触・飛沫感染防止 

 近距離での会話や発声および機器の共用がほとんど生じないように留意し、学内にも消毒液

等を準備して衛生管理に留意します。学生は、こまめに手洗いをするとともに、マスクを着用

してください。 

 

2． 対面授業の受講について 

通学した場合に感染源となる可能性がある、感染リスクを懸念し対面授業を受けることを希望

しない、あるいは、現在、県外や外国に在住しており移動が困難など、前学期の対面授業への出

席が難しい場合には、授業担当教員もしくは指導教員へ相談をしてください。 

 

 

http://rais.skr.u-ryukyu.ac.jp/wordpress/wp-content/uploads/2020/09/katsudouseigenshishin20200916.pdf


3.その他 

・対面授業や遠隔授業が混在する場合、学内で遠隔授業を受講する場合も想定されます。そのよ

うな場合のため、遠隔授業を受講できる教室(Wi-Fi アクセスポイント整備)を準備いたします。

詳細については教務情報 HPを確認してください。 

・行動記録（いつ、どこで、誰と会ったかなど）を残しておくことは、感染症発生時の追跡調査

と感染拡大の防止に役立ちます。スマートフォンのメモ機能や、行動記録アプリ(COCOA)等も有

効です。 
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